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１．概 説 

 
ＡＤＳＰ３２２－５３、ＡＤＳＰ３２４－０３、ＡＤＳＰ３２６－０３は３２ｂｉｔＤＳＰ 
ボードＡＤＳＰ３２Ｘシリーズ専用の１２ｂｉｔＡ／Ｄ＆Ｄ／Ａ変換ボードです。この３機種

のＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換ボードは同一仕様となっています。 
 

Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａボード ＤＳＰボード 
ＡＤＳＰ３２２－５３ ＡＤＳＰ３２２－５０ 
ＡＤＳＰ３２４－０３ ＡＤＳＰ３２４－００ 
ＡＤＳＰ３２６－０３ ＡＤＳＰ３２６－００ 

 
表１ Ａ／Ｄ＆Ｄ／Ａボードの一覧 

 
主な機能は 
 
① 本ボードは４台＊１まで増設可能である。 
② Ａ／Ｄコンバータは４ｃｈの同時変換が可能である。 
③ Ｄ／Ａコンバータは４ｃｈを任意に出力することができる。また外部変換開始信

号によりＤ／Ａの同時変換も可能である。 
④ ＤＳＰボードに対する割り込みの発生は 
・Ａ／Ｄ変換の終了 
・トリガの発生 
の２種類があり、いずれか一方を選択することができる。 
また、割り込みをマスクすることも可能である。 
⑤ 複数のボードからＩＮＴ３の割り込みが発生した場合でも割り込みフラグを設

定する事により８種類の識別が可能である。 
⑥ アナログ入力がある電圧をよぎる時に割り込みを発生するトリガ機能が有り、ト

リガレベルとスロープの極性を設定することができる。 
⑦ 本ボードには自動変換開始機能があり外部変換開始信号に同期させてＡ／Ｄコ

ンバータとＤ／Ａコンバータの変換を同時に開始することができる。（３．１．

３）外部変換開始信号は 
○ＴＭＳ３２０Ｃ３１（ＤＳＰ）のオンチップタイマ０のカウントアップによる

クロックアウト（ＴＣＬＫ０）信号 
○外部クロック信号 
の２種類がありいずれか一方を選択することができる。 
またＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換器を最大各１６ｃｈまで同時変換させることができる。 
 

等があり、デジタル信号処理のアプリケーションに適した構成になっています。 
 
【注意】 ＊１ ＤＳＰボードの拡張バスに接続できる最大ボード枚数は４枚です。 
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２．基本仕様 

２．１ 精度及び機能 
 
□ Ａ／Ｄコンバータ部 
     ①分解能          １２ｂｉｔ 
     ②変換時間         ３μｓｅｃ／ｃｈ 
     ③チャンネル数       ４ｃｈ 
       ④変換順序         ４ｃｈ同時変換 
       ⑤データ読出時間      ０．１５μｓｅｃ／ｃｈ 
       ⑥入力方法         作動入力 
       ⑦入力電圧範囲       ±５Ｖ、±１０Ｖ 
       ⑧自動変換開始機能     外部変換開始信号に同期して全ﾁｬﾝﾈﾙ同時変換 
 
□ Ｄ／Ａコンバータ部 
     ①分解能          １２ｂｉｔ 
     ②変換時間         ５μｓｅｃ／ｃｈ 
     ③チャンネル数       ４ｃｈ 
       ④変換順序         任意チャンネル変換、または４ｃｈ同時変換 
       ⑤出力電圧範囲       ０～＋５Ｖ、０～＋１０Ｖ 

±２．５Ｖ、±５Ｖ、±１０Ｖ 
       ⑥出力電流         最大 ５ｍＡ 
       ⑦出力インピーダンス    ０．０５Ω（ＤＣ） 
       ⑧自動変換開始機能     外部変換開始信号（＊ＥＸＴＣＬＫ・＊ＴＣＬＫ０）

に同期して全チャンネル同時変換 
 
□ トリガ機能 
     ①トリガチャンネル     入力回路番号 Ａ／Ｄ・００ 
     ②比較電圧範囲       －１０Ｖ ～ ＋１０Ｖ 
     ③比較電圧分解能      １２ｂｉｔ 
       ④トリガスロープ極性    正・負プログラム可能 
       ⑤トリガ割り込み機能    有り、マスク可能 
 
□ 割り込み 
     ①割り込みの発生源     Ａ／Ｄ変換（ＢＵＳＹ）の終了、トリガの発生 
     ②割り込みレベル      ＩＮＴ３ 
     ③割り込みフラグ      ＩＮＴ３の８種類の識別可能 
       ④割り込みパルス幅     １００ｎｓｅｃ 

 
□ 外部変換開始信号 

① ＴＭＳ３２０Ｃ３１のオンチップタイマ０のカウントアップによるクロックア

ウト（ＴＣＬＫ０）信号 
     ②外部クロック信号     ＴＴＬレベル・負論理・立ち下がりエッヂ 
                   入力プルアップ抵抗 ４．７ＫΩ 
 
□電源  アナログ回路電源内蔵       ±１５Ｖ、２５０ｍＡ 
     デジタル回路電源（外部供給）   ＤＣ ＋５Ｖ、３Ａ 
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２．２ コネクタ、ショートピン、ボリュームの配置 
 

 
 

図２ ＡＤＳＰ３２４－０３部品配置図 
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２．３ 出荷時の設定 
 
DSW101   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

■■■■ ■■ 

    ■  ■ 
    ボードアドレス：９０００００ｈ 

 

DSW102   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

■■■■■■■■ 

 
    ボードアドレス：９０００００ｈ 

 
DSW103   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

    ■■■■ 

■■■■ 

 
DSW104   1 2 3 4 5 6 7 8 

  O N 

  OFF 

 

■■■■■■■■ 

 
 
        1 2 3 4 5 6 

SP105 SP205                 

  

SP108 SP208 

 

 

□■■□■□ □■■□■□ 
～ ～ ～ ～ 

■ ショート  

■       

■ ショート  

■        

 
        1 2 3 4 5 6 

SP101 SP201                 

  

SP104 SP204 

 

 

■□□□■■ 
～ ～ 

■ ショート  

■        

 

図４ ディッ

 

 
    ボードアドレス：９０００００ｈ 
    自動変換機能：否選択 
    トリガ割込み：不可 
    Ａ／Ｄ変換終了割込み：不可 
    割り込みフラグ：設定無し 

    SP105～SP108(ADSP324-00,ADSP326-00) 

SP205～SP208(ADSP322-53) SP205～SP208(ADSP322-53) 

□■■□■□ □■■□■□ 
 

Ａ／Ｄコンバータ入力電圧範囲： 

－１０Ｖ ～ ＋１０Ｖ 

 

Ａ／Ｄコンバータ入力電圧範囲： 

－１０Ｖ ～ ＋１０Ｖ 

□ オープン 
□ 
□ オープン 
□ 

    SP101～SP104(ADSP324-00,ADSP326-00) 

SP201～SP204(ADSP322-53) 

■□□□■■ 
 

Ｄ／Ａコンバータ入力電圧範囲： 

－１０Ｖ ～ ＋１０Ｖ 

□ オープン 
□ 

プスイッチ・ショートピンの出荷時設定 
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２．４ ボードの設置方法 
 

１． 本ボードを拡張スロットに装着します。 

 

２． ＤＳＰボードのコネクタ（ＣＮ＊＊）と、本ボードのＣＮ１１を拡張バスケーブルで

接続します。 
 
ＡＤＳＰ３２４－０３ ＤＳＰボード 

ＡＤＳＰ３２４－００Ａ：ＣＮ１２ 
ＣＮ１１ 

ＡＤＳＰ６７４－００ ：ＣＮ１１ 
 
 
拡張バスケーブル ＡＤＳＰ３２４－１５ オプション 

 

３． Ａ／Ｄ入力とＤ／Ａ出力は下記のコネクタに接続します。 

 

機 種 コネクタ

ＡＤＳＰ３２２－５０ ＣＮ２２

ＡＤＳＰ３２４－０３ ＣＮ１２

ＡＤＳＰ３２６－０３ ＣＮ１２

 

表２ 機種別アナログ入出力コネクタ表 
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２．５ 入出力信号の接続方法 
 

１． Ｄ／Ａコンバータの出力は 

 

     ＯＵＴ＊    Ｄ／Ａコンバータの出力 

     ＡＧＮＤ    アナロググランド 

 

で１組の出力回路を構成しています。 

入出力用コネクターの信号配置は表４３、表４４を参照して下さい。 

 

 

 

 
 
                  アナログ電圧出力 

○ （ＯＵＴ＊） 
 
アナロググランド 

○   （ＡＧＮＤ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ Ｄ／Ａコンバータ出力回路 
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２． Ａ／Ｄコンバータの入力回路は差動入力回路となっています。入力端子は 

 

     ＋ＩＮ＊    バッファーアンプの正転入力 

     －ＩＮ＊    バッファーアンプの反転入力 

     ＡＧＮＤ    アナロググランド 

 

で１組の入力回路を構成しています。 

入出力用コネクターの信号配置は表４３、表４４を参照して下さい。 

 

【注意】Ａ／Ｄコンバータの未使用回路の入力はＡＧＮＤに接続して下さい。 

 

 
 

○ アナログ電圧出力 
（＋ＩＮ＊） 

○   アナログ反転入力 
    （－ＩＮ＊） 
アナロググランド 

○   （ＡＧＮＤ） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ Ａ／Ｄコンバータ入力回路 
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３．初期設定 

 
本ボードで初期設定が必要なものはディップスイッチ【ＤＳＷ１０１】～【ＤＳＷ１０４】 

 とメモリマップされた各レジスタがあります。ディップスイッチの設定は大きく分けて３つの 
 部分から構成されています。 
 
１． ボードアドレス 
２． サンプリング・クロックの選択と、割り込み源の選択 
３． 割り込みフラグの設定 

 
  またレジスタには 
 
１． 割り込みコントロール 
２． トリガレベル 
３． ゲイン 

 
  などがあり、機能内容の選択のために初期設定を行います。 
 
【注意】ディップスイッチは論理下記のように定義されています。 
 

 Ｏ Ｎ ＯＦＦ 
論 理 ０ １ 

 
表３ ディップスイッチの論理表 
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３．１ ボードアドレスの設定 
 
   ＡＤＳＰ３２４－０３はアドレスラインのＡ００～Ａ０３をデコードし１０ｈ（１６）ワー 
  ドの領域を使用します。そして【ＤＳＷ１０１】・【ＤＳＷ１０２】・【ＤＳＷ１０３】を使って 
  Ａ０４～Ａ２３のアドレスを設定し９０００００ｈ～９０ＦＦＦＦｈの６４Ｋワードの領域内 
  に割り付けます。表４に【ＤＳＷ１０１】～【ＤＳＷ１０３】のアドレス信号割り付けと図７ 
  に設定例を示します。また、拡張ボードは１台のＤＳＰボードに対し４台まで接続することが 
  できますのでアドレスが重ならないよう設定します。 
 
 
ＤＳＷ１０１ ＤＳＷ１０２ ＤＳＷ１０３ 
DSW101 信号名 DSW102 信号名 DSW102 信 号 名 

8 A23 8 A15 8 A07 
7 A22 7 A14 7 A06 
6 A21 6 A13 6 A05 
5 A20 5 A12 5 A04 
4 A19 4 A11 4 未使用 
3 A18 3 A10 3 変換開始モードの選択 
2 A17 2 A09 2 外部クロックの選択 
1 A16 

 

1 A08 

 

1 割込み源の選択 
 
 

表４ ＤＳＷ１０１・ＤＳＷ１０２・ＤＳＷ１０３ 
 
 
   ボードアドレス：９０００００ｈ 
 
            DSW103                         DSW102                         DSW101 

        1 2 3 4 5 6 7 8                1 2 3 4 5 6 7 8                1 2 3 4 5 6 7 8 

 

O N      ■■■■    O N  ■■■■■■■■    O N  ■■■■ ■■     

OFF  ■■■■        OFF                 OFF      ■  ■   

 

 
 
 
   その他の  0            0    0           0    9 
   設定 
 
 

図７ ボードアドレスの設定 
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３．２ サンプリング・クロックの選択と、割り込み源の選択 
 
   【ＤＳＷ１０１－１】～【ＤＳＷ１０１－３】の設定内容を表５に示します。出荷時設定は 
  図７の様に設定されています。詳細は４．１を参照して下さい。 
 
 

DSW103 ＯＦＦ Ｏ Ｎ 
３ ＤＳＰによる変換開始 外部クロックによる変換開始 
２ ＴＣＬＫ０による変換開始 ＥＸＴＣＬＫによる変換開始 
１ Ａ／Ｄ変換終了による割込み トリガレベル検出による割込み 

 
表５ サンプリング・クロックの選択と、割り込み源の選択 

 
３．３ 割り込みフラグ 
 
   割り込みフラグはどの周辺ボードが割り込みを発生しているかを識別するためのものです。 
  各ボードに毎に任意のフラグを【ＤＳＷ１０４】を使って設定することができます。ＤＳＰボ 
  ードはこの割り込みフラグを９０ＦＦＦＦｈのＤ００～Ｄ０７より読み出すことができます。 
  出荷時の設定を図８に示します。 
 

ＤＳＷ１０４ 
DSW104 信 号 名 ９０ＦＦＦＦｈ 
８ 割込みフラグ８ Ｄ０７ 
７ 割込みフラグ７ Ｄ０６ 
６ 割込みフラグ６ Ｄ０５ 
５ 割込みフラグ５ Ｄ０４ 
４ 割込みフラグ４ Ｄ０３ 
３ 割込みフラグ３ Ｄ０２ 
２ 割込みフラグ２ Ｄ０１ 
１ 割込みフラグ１ Ｄ００ 

 
表６ ＤＳＷ１０４ 

 
 
                                           DSW104 

                                       1 2 3 4 5 6 7 8      

 

                               O N  ■    

                               OFF   ■■■■■■■    

 

 
図８ 割り込みフラグの設定 
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３．４ メモリマップ 
 
   本ボードのベースアドレスを９０００００ｈに設定した場合のメモリマップを表７に示しま 
  す。割り込みコントロール・レジスタ、トリガレベル設定、ゲイン設定は操作内容により初期 
  設定が必要になります。 
 
本ボード 
アドレス 

ADSP324-00A
アドレス 

ADSP674-00  
アドレス ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900000h 900000h 03000000h A/D変換開始 A/D･00からのデータ入力 
900001h 900001h 03000004h A/D変換開始 A/D･01からのデータ入力 
900002h 900002h 03000008h A/D変換開始 A/D･02からのデータ入力 
900003h 900003h 0300000Ch A/D変換開始 A/D･03からのデータ入力 
900004h 900004h 03000010h D/A･00へのデータ出力  
900005h 900005h 03000014h D/A･01へのデータ出力  
900006h 900006h 03000018h D/A･02へのデータ出力  
900007h 900007h 0300001Ch D/A･03へのデータ出力  
900008h 900008h 03000020h  Ａ／Ｄビジーフラグ 
900009h 900009h 03000024h 割込みコントロール  
90000Ah 90000Ah 03000028h トリガレベル  
90000Bh 90000Bh 0300002Ch ゲイン  
90000Ch 90000Ch 03000030h 割込みフラグリセット  
90000Dh 90000Dh 03000034h   
90000Eh 90000Eh 03000038h   
90000Fh 90000Fh 0300003Ch   
90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割込みフラグリセット 割込みフラグ読みだし 

 
表７ メモリマップ 

 
３．５ 割り込みコントロール・レジスタの設定 
 
   割り込みコントロール・レジスタはＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ同時変換機能をＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ同時変換 
  （同期）・Ａ／Ｄのみ同時変換しＤ／Ａは任意出力（非同期）の選択と、割り込みの許可・不 
  許可の選択とトリガレベル割り込みが選択された場合のトリガスロープの選択を行います。電 
  源投入時、このレジスタはイニシャルリセットされ【０】になっています。詳細は６．５を参 
  照して下さい。 
 

割込みｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 
ｂｉｔ２ 同期 非同期 
ｂｉｔ１ 割込み不可 割込み可 
ｂｉｔ０ ﾄﾘｶﾞｽﾛｰﾌﾟ ↑ ﾄﾘｶﾞｽﾛｰﾌﾟ ↓ 

 
表８ 割込みコントロールレジスタ 
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３．６ トリガレベルレジスタの設定 
 
   Ａ／Ｄ・０の入力電圧が、あるトリガレベル電圧を、選択されたスロープで横切る時に割り 
  込みを発生します。その割り込みが発生するトリガレベル電圧を設定します。電源投入時には 
  この電圧は不定です。 
 

トリガレベル電圧範囲 １２ｂｉｔ ±１０Ｖ 初期値：不定 
 
３．７ ゲインレジスタの設定 
 
   ゲインレジスタはＡ／Ｄ変換器入力段の差動アンプの増幅度を設定します。電源投入時のゲ 
  インは１です。 
 

ゲイン １ ２ ４ ８ 
２１ ０ ０ １ １ 
２０ ０ １ ０ １ 

 
表９ ゲインコード 

 
 

ｂｉｔ ゲインレジスタ 
３１ 

 
 
 
８ 

 ０ 
 
 
 
 ０ 

７ 
６ 
 ２１       Ａ／Ｄｃｈ３の 
 ２０       ゲイン 

５ 
４ 
 ２１       Ａ／Ｄｃｈ２の 
 ２０       ゲイン 

３ 
２ 
 ２１       Ａ／Ｄｃｈ１の 
 ２０       ゲイン 

１ 
０ 
 ２１       Ａ／Ｄｃｈ０の 
 ２０       ゲイン 

 
表１０ ゲインレジスタの内容 
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４．サンプリングモード 

４．１ サンプリング・クロックの選択 
 
本ボードのサンプリングモードは表１１の様に４種類の中から選択する事ができます。そし 

  てサンプリングを外部変換開始信号に同期させてＡ／ＤコンバータとＤ／Ａコンバータの各チ 
  ャンネルを同時に変換させることも可能です。さらに４種類のモード全てに於いてＡ／Ｄ変換 
  終了の確認をＡ／Ｄ変換終了割り込みを使って知ることができます。 
 
 □ＥＸＴＣＬＫ ボードの外部からサンプリング信号を与え変換を開始させる時に使用します。 
         入力信号はＴＴＬレベルで負論理で立ち下がりのエッヂに同期されます。複数 
         台にＥＸＴＣＬＫを入力すれば複数台の同時サンプリングが可能となります。 
         Ａ／Ｄ変換割り込みを使って入出力処理を行うとＤＳＰのアイドル時間が無く 
         効率的です。５．２を参照して下さい。 
 
□ＴＣＬＫ０  ＤＳＰ（ＴＭＳ３２０Ｃ３１）内のオンチップタイマの【タイマ０】で生成さ

れたパルスを出力するピンの信号がＤＳＰ拡張バスに出力されています。この

信号を利用する事により複数台のＡ／Ｄ・Ｄ／Ａボードに同期を掛ける事がで

きます。この場合タイマ０の割り込みは使用しません。 
        Ａ／Ｄ変換割り込みを使って入出力処理を行うとＤＳＰのアイドル時間が無 
        く効率的です。４．２、５．２を参照して下さい。 
 
□ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ  ＤＳＰ（ＴＭＳ３２０Ｃ３１）内のオンチップタイマの【タイマ０】或いは、 
        【タイマ１】を使ってサンプリング周期を決め周期毎に割り込みを発生させて

割り込み処理ルーチンの中でＡ／Ｄコンバータの読み出しや、Ａ／Ｄコンバー

タの変換開始、Ｄ／Ａコンバータへの出力を行います。 
 
□任  意   任意のタイミングでＡ／Ｄ変換・Ｄ／Ａ変換を行います。 

 
【注意】 ●複数台のＡ／Ｄ・Ｄ／Ａボードを使用する場合は１台のみ割り込みを可能となるよう

設定して下さい。 
● トリガ割り込みを使っている時にはＡ／Ｄ変換終了割り込みは使用できません。 

 
 ＥＸＴＣＬＫ ＴＣＬＫ０ ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ割込 任意ﾀｲﾐﾝｸﾞ 

変換開始モード 自動変換 自動変換 ＤＳＰ起動 ＤＳＰ起動 
ＤＳＷ１０３－３ Ｏ Ｎ Ｏ Ｎ ＯＦＦ ＯＦＦ 
ＤＳＷ１０３－２ Ｏ Ｎ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 
ＤＳＷ１０３－１ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ／Ｏ Ｎ ＯＦＦ／Ｏ Ｎ 

用 途 

外部信号にｻﾝﾌﾟﾘ

ﾝｸﾞを同期させて

行う 

ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰのｸﾛｯ

ｸｱｳﾄ信号にｻﾝﾌﾟﾘ

ﾝｸﾞを同期させて

複数台を同時に

行う 

ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰの割

り込みにｻﾝﾌﾟﾘﾝ

ｸﾞを同期させて

行う 

任意のﾀｲﾐﾝｸﾞでｻ

ﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞを行う 

 
表１１ サンプリング信号の選択 
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  変換開始モードの選択     ＤＳＰのライト     任意タイミング 
                 による変換開始 
                 DSP103-3:OFF      ｵﾝﾁｯﾌﾟﾀｲﾏｰ割込みに同期 

 

 

                 外部クロック      ＴＣＬＫ０ 

                 による自動変換     DSP103-2:OFF 

                 DSP103-3:O N 

                             ＥＸＴＣＬＫ 

                             DSP103-2:O N 

図９ 変換開始モードの選択 
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４．２ オンチップタイマの設定 
 

   オンチップタイマを使用するためにはグローバル制御レジスタとタイマ周期レジスタの初期 

  設定をしなければなりません。そしてタイマ・カウンタ・レジスタはタイマ周期に至る途中の 

  値を示しており、これらのレジスタはＤＳＰチップ内にあります。タイマ関連のメモリマップ 

  を表１２に示します。そして本ボードのサンプリングをオンチップタイマのクロックアウト信 

  号（＊ＴＣＬＫ０）による自動変換を行うために【タイマ０】に関連したレジスタを設定しな 

  ければなりません。そのためタイマ０のグローバル制御レジスタは表１３の様に設定しなけれ 

  ばなりません。尚タイマのスタートとストップはＧＯと＊ＨＬＤを表１４のように設定します。 

  さらにタイマ周期の設定は次の計算式により決定されます。 

 

      内部クロックソース ＝ ｆ（Ｈ１） ÷ ２ 

 

                ＝ ２０Ｍｈｚ ÷ ２ 

 

                ＝ １０Ｍｈｚ 

 

      タイマ出力周波数  ＝ 内部クロックソース（１０Ｍｈｚ） ÷ 周期レジスタ 

 

 タイマ０ タイマ１ 

グローバル制御レジスタ ８０８０２０ｈ ８０８０３０ｈ 

タイマ・カウンタ・レジスタ ８０８０２４ｈ ８０８０３４ｈ 

タイマ周期レジスタ ８０８０２８ｈ ８０８０３８ｈ 

 

表１２ タイマ関連のメモリマップ 

 

 

グローバル制御レジスタ 

ｂｉｔ 名 称 論 理 機 能 

０ ＦＵＮＫ １ ＴＬＣＫはタイマピンとなる 

６ ＧＯ １／０ ＧＯ＝１ ＆ ／ＨＬＤ＝１ ：タイマスタート 

７ ＊ＨＬＤ １／０ ＧＯ＝０ ＆ ／ＨＬＤ＝０ ：タイマストップ 

８ Ｃ／＊Ｐ ０ パルスモードを選択。パルス幅は１／ｆ（Ｈ１） 

９ ＣＬＫＳＲＣ １ タイマ・カウンタは内部クロックをカウントする 

１０ ＩＮＶ １ ＴＬＣＫの出力は反転されて負論理となる 

 

表１３ グローバル制御レジスタ 

 

 

 ＧＯ（ｂｉｔ６） ＊ＨＬＤ（ｂｉｔ７） 

スタート １ １ 

ストップ ０ ０ 

 

表１４ オンチップタイマのスタートとストップ 
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４．３ オンチップタイマによる割り込みの生成 
 

   オンチップタイマはタイマ・カウンタ・レジスタの値がタイマ周期レジスタの値に到達する 

  度に割り込みを発生させることができます。タイマ周期毎に割り込みを発生させるためにはＩ 

  Ｅレジスタ（インタラプト・イネーブル・レジスタ：表１５）のタイマ０、タイマ１に対応し 

  たＢＩＴを１にします。オンチップタイマの周期毎の割り込み時にＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータ 

  のサンプリング等を行います。またＩＦレジスタ（表１６）のビットの値が【１】になってい 

  るところは割り込みがあったかどうかを示しています。そして割り込みフラグを確認した後、 

  次の割り込みのためにそのフラグをリセットしておきます。割り込みが発生したときに処理す 

  るべきプログラムのアドレスを割り込みベクタアドレス（表１７）に格納しておきます。 

 

【注意】 

 

 ●ＤＳＰはステータスレジスタ（ＳＴ）のＧＩＥ（ｂｉｔ１３）の値が【１】に設定されてい

なければ割り込みには応答できません。 

 

  ●本ボードが発生する割り込みはＤＳＰの【ＩＮＴ３】です。 

 

ｂｉｔ ＩＥレジスタ ｂｉｔ ＩＦレジスタ 

８ ＥＴＩＮＴ０ タイマ０割り込み

イネーブル 

８ ＴＩＮＴ０ タイマ０割り込み

フラグ 

９ ＥＴＩＮＴ１ タイマ１割り込み

イネーブル 

９ ＴＩＮＴ１ タイマ１割り込み

フラグ 

３ ＩＮＴ３ ＩＮＴ３割り込み

イネーブル 

３ ＩＮＴ３ ＩＮＴ３割り込み

フラグ 

 

表１５ ＩＥレジスタ              表１６ ＩＦレジスタ 

 

 

割り込みベクタアドレス 

ＩＮＴ３ ０４ｈ 

ＴＩＮＴ０ ０９ｈ 

ＴＩＮＴ１ ０Ａｈ 

 

表１７ 割り込みベクタアドレス 
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５． 割り込み 

 

   ＤＳＰボードに対する割り込みの発生は『トリガ割り込み』と『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』 

  の２種類あり、ディップスイッチ【ＤＳＷ１０３－１】の設定によりいずれか一方を選択する 

  ことができます。（表１８） 

   外部変換開始信号に同期させてサンプリングを行う場合は『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』を選 

  択して下さい。 

 

DSW103 ＯＦＦ Ｏ Ｎ 

１ Ａ／Ｄ変換終了による割込み トリガレベル検出による割込み 

 

表１８ 割り込み源の選択 

 

   そして選択された割り込み源は割り込みコントロールレジスタの設定によりソフトウェア的 

  に割り込みをマスクすることができます。（６．５参照）また、割り込みが発生した場合に『割 

  り込みフラグレジスタ』を読み出すことによりどのボードが割り込みを発生したかの確認がで 

  きます。 

 

【注意】 

複数台の本ボードを使用し、１種類の外部クロックに同期して変換を行う場合にはその内の

１台のみ割り込みを可能となるよう設定して下さい。 

 

 

５．１ 割り込みフラグレジスタ 
 

   割り込みフラグレジスタはどのボードが割り込みを発生しているかを識別するためのレジス 

  タでこのレジスタは【９０ＦＦＦＦｈ】にマップされています。割り込みが発生しているビッ 

  トには【０】がセットされ、割り込みの無いビットには【１】がセットされます。そして本ボ 

  ードが割り込みを発生したときに、この割り込みフラグレジスタのどのビットに【０】を立て 

  るかを【ＤＳＷ１０４】を使って選択します。割り込みの識別できる数は８つです。割り込み 

  フラグレジスタは【ｂｉｔ０】～【ｂｉｔ７】までの８ｂｉｔで構成され、【ｂｉｔ８】～【ｂ 

  ｉｔ３１】までは常に【１】となっています。 

   そして割り込みを示している【ｂｉｔ】のみリセットする場合は【ベースアドレス＋Ｃｈ】 

  番地に書き込み動作を行う事により（データは何でも良い）そのフラグビットをリセットする 

  ことができます。また【９０ＦＦＦＦｈ】に書き込み動作を行う事によりレジスタ全体をリセ 

  ットする事ができます。 

 

割込みフラグレジスタ ＲＥＡＤ ＷＲＩＴＥ 

ベースアドレス＋Ｃｈ  指定ｂｉｔリセット 

９０ＦＦＦＦｈ レジスタ読み込み 全ｂｉｔリセット 

 

表１９ 割り込みフラグレジスタのメモリマップ 
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割り込みフラグレジスタ 

ｂｉｔ 割り込み有り 割り込み無し ＤＳＷ１０４ 

３１ 

・ 

・ 

８ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

７ ０ １ ８ 

６ ０ １ ７ 

５ ０ １ ６ 

４ ０ １ ５ 

３ ０ １ ４ 

２ ０ １ ３ 

１ ０ １ ２ 

０ ０ １ １ 

 

表２０ 割り込みフラグレジスタの構成 

 

 

ＤＳＷ１０４ Ｏ Ｎ ＯＦＦ 接続先 

８ 接 続 否接続 Ｄ０７ 

７ 接 続 否接続 Ｄ０６ 

６ 接 続 否接続 Ｄ０５ 

５ 接 続 否接続 Ｄ０４ 

４ 接 続 否接続 Ｄ０３ 

３ 接 続 否接続 Ｄ０２ 

２ 接 続 否接続 Ｄ０１ 

１ 接 続 否接続 Ｄ００ 

表２１ ＤＳＷ１０４の割り込みフラグレジスタへの割付 
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５．２ Ａ／Ｄ変換終了割込み（Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａ同時変換（同期））の使用例 
 

   自動変換機能を行っているときに、外部変換開始信号に同期してＡ／Ｄコンバータは変換が 

  開始され、またＤ／Ａコンバータは前回Ｄ／Ａコンバータのバッファに貯えられたデータを出 

  力します。そしてＡ／ＤコンバータがＡ／Ｄ変換終了の割込みを発生するとＤＳＰは『ＩＮＴ 

  ３』のベクタアドレスに格納されている割り込み処理ルーチンにジャンプし、割り込みフラグ 

  レジスタを読み込みます。さらにＤＳＰはユーザの『ある処理』を行いその結果をＤ／Ａコン 

  バータのバッファに書き込み一時的にデータを蓄え次回の外部変換開始信号に備えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部変換開始信号 

Ａ／Ｄ変換開始 

バッファデータを 

Ｄ／Ａに出力 

Ａ／Ｄ変換中 

（BUSY FLAG） 

Ａ／Ｄ変換終了 

割込み発生 

割り込みフラグ 

レジスタ読込み 

Ａ／Ｄデータ 

読込み 

出力データを 

バッファへラッチ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１０ Ａ／Ｄ変換終了割り込み（同期）を使ったＡ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換タイムチャート 
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５．３ トリガ割込みの使用例 
 

   デジタルオシロスコープのトリガの様に使うことができます。Ａ／Ｄ変換は外部変換開始信 

  号に同期して行いＤＳＰはＡ／Ｄコンバータのビジーフラグ（ＢＵＳＹ・ＦＬＡＧ）を確認し 

  ながらデータを取り込みメモリのバッファ領域に格納して行きます。この動作を繰り返してい 

  るうちに入力信号がトリガレベルをよぎると割り込みが発生します。そしてこの点を基にトリ 

  ガモード（プリトリガ・センタートリガ・ポストトリガ）にもとずいてデータの取り込みを行 

  います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部変換開始信号 

Ａ／Ｄ変換開始 

トリガレベル 

コンパレータ出力 

トリガ割り込み 

発生 

Ａ／Ｄ変換中 

（BUSY FLAG） 

Ａ／Ｄ変換終了 

割込み発生 

割り込みフラグ 

レジスタ読込み 

Ａ／Ｄデータ 

読込み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１１ トリガレベル割り込みを使ったＡ／Ｄ変換タイムチャート 
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６．ボードの制御とメモリマップ 

 

本ボードは１０ｈ（１６番地）のメモリ領域を使用しています。本ボードのベースアドレス

は【ＤＳＷ１０１】・【ＤＳＷ１０２】・【ＤＳＷ１０３】を使い設定します。本ボードを複数台

使用した場合は各ボードのメモリマップが重ならないようにベースアドレスを設定します。 

 

  ボードのソフトウェアによる制御には 

 

１． Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令 

２． Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出し 

３． Ｄ／Ａコンバータへのデータの書き込み 

４． Ａ／Ｄコンバータのビジーフラグ（変換中）チェック 

５． トリガスロープの選択 

６． 割り込み信号のマスク制御 

７． トリガレベルの設定 

８． 割り込みフラグの読み出しとリセット 

 

  等があります。 

 

  表２２にベースアドレスを【９０００００ｈ】に設定した場合のメモリマップを示します。 

 
本ボード 
アドレス 

ADSP324-00A
アドレス 

ADSP674-00  
アドレス ＷＲＩＴＥ ＲＥＡＤ 

900000h 900000h 03000000h A/D変換開始 A/D･00からのデータ入力 
900001h 900001h 03000004h A/D変換開始 A/D･01からのデータ入力 
900002h 900002h 03000008h A/D変換開始 A/D･02からのデータ入力 
900003h 900003h 0300000Ch A/D変換開始 A/D･03からのデータ入力 
900004h 900004h 03000010h D/A･00へのデータ出力  
900005h 900005h 03000014h D/A･01へのデータ出力  
900006h 900006h 03000018h D/A･02へのデータ出力  
900007h 900007h 0300001Ch D/A･03へのデータ出力  
900008h 900008h 03000020h  Ａ／Ｄビジーフラグ 
900009h 900009h 03000024h 割込みコントロール  
90000Ah 90000Ah 03000028h トリガレベル  
90000Bh 90000Bh 0300002Ch ゲイン  
90000Ch 90000Ch 03000030h 割込みフラグリセット  
90000Dh 90000Dh 03000034h   
90000Eh 90000Eh 03000038h   
90000Fh 90000Fh 0300003Ch   
90FFFFh 90FFFFh 0303FFFCh 全割込みフラグリセット 割込みフラグ読みだし 

 
表２２ メモリマップ 
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６．１ Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令 
 

Ａ／Ｄコンバータの変換開始指令は各ボード上の【ベースアドレス＋０ｈ】～【ベースアド 

レス＋３ｈ】間の１つの番地にメモリ書き込み動作を行うことにより実行されます。変換開始 

指令について本ボードは、アドレスの下位２ビット以上をデコードしているので【ベースアド 

レス＋０ｈ】～【ベースアドレス＋３ｈ】間のどのアドレスに書き込みを行っても４ｃｈのＡ 

／Ｄコンバータに同時に変換開始指令が発せられます。 

 

Ａ／Ｄコンバータの制御手順は、まず始めにＡ／Ｄコンバータに変換指令を与えます。Ａ／ 

Ｄコンバータはメモリ空間にマップされていますのでそのアドレスに書き込み動作を行うこ

とにより変換を開始させることができます。その後３００ｎｓ後にビジーフラグを入力し、変

換が終了したか（ビジーフラグ＝１）を調べます。変換終了を確認した後に変換データを取り

出します。変換中（ビジーフラグ＝０）のデータは正しい変換データではありません。尚、変

換終了割り込みを利用することによりビジーフラグのチェックをせずにデータの取り込みを

行うことも可能です。 

 

        １ 

変換指令    ０ 

 

        １ 

ビジーフラグ  ０ 

 

        １ 

変換データ読込 ０ 

300ns 

 

図１２ Ａ／Ｄコンバータの制御タイミングチャート 

 

６．２ Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出し 
 

   Ａ／Ｄコンバータの変換データの読み出しは、各ボードのベースアドレスを含めた４番地の 

  間でベースアドレスから順にＡ／Ｄコンバータのアドレスが割り当てられているので、各チャ 

  ンネルに対応したアドレスからメモリデータの読み出し動作を行うことにより実現されます。 

  変換データの読み出しアドレスの詳細は表２２を参照して下さい。 

 

６．３ Ｄ／Ａコンバータへのデータ書き込み 
 

   Ｄ／Ａコンバータのアナログ電圧出力は、Ｄ／Ａコンバータへのデータの書き込みにより実 

  現されます。またＤ／Ａコンバータの出力モードには２つのモードがあり【ＤＳＷ１０３－３】 

  の選択により動作が異なります。このスイッチが【ＯＦＦ】の時データは直接Ｄ／Ａコンバー 

  タに直接書き込まれアナログ出力はすぐに変化します。一方【ＯＮ】でコントロールレジスタ 

  のｂｉｔ２が“０”の場合はデータはバッファ回路にラッチ（記憶）されます。そして【ＴＣ

ＬＫ０】あるいは【ＥＸＴＣＬＫ】の何れかに同期してＤ／Ａコンバータに書き込まれます。 

  （表１１）この時にＡ／Ｄコンバータも同期して変換を開始します。そして【ＯＮ】でコント 

  ロールレジスタのｂｉｔ２が“１”の場合はデータはデータの書き込みにより変換します。 
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 各ボードの【ベースアドレス＋４ｈ】～【ベースアドレス＋７ｈ】の間にＤ／Ａコンバータ 

  のアドレスが割り当てられているので、各チャンネルに対応したメモリアドレスにアナログ電 

  圧に相当したデータを書き込みます。変換データの書き込みアドレスの詳細は表２２を参照し 

  て下さい。 

 

 

６．４ Ａ／Ｄコンバータのビジーフラグ（変換中）チェック 
 

   ビジーフラグは各ボードの【ベースアドレス＋８ｈ】にあり、その番地からデータを読み出 

  すことによりＡ／Ｄコンバータが現在変換中かどうかを調べることができます。変換中はＡ／ 

  Ｄコンバータから読み出したデータは正しいものではありません。ビジーフラグがアクティブ 

【０】でなくなった後に正しい変換データを読み出します。尚、変換終了割り込みを利用する 

  事によりビジーフラグのチェックをせずにデータの取り込みを行う事も可能です。 

  （参照５．２） 

ビジーフラグ 意 味 

０ 変換中 

１ 変換終了 

 

表２３ ビジーフラグの定義 

 

   また各ボードの【ベースアドレス＋８ｈ】から読み出したビジーフラグデータのビットマッ 

  プは表２４の様に定義されています。 

 

ｂｉｔ 定     義 

０ Ａ／Ｄ・００ ＢＵＳＹ 

１ Ａ／Ｄ・００ ＢＵＳＹ 

２ Ａ／Ｄ・００ ＢＵＳＹ 

３ Ａ／Ｄ・００ ＢＵＳＹ 

４ １ 

・ １ 

・ １ 

３１ １ 

 

表２４ ビジーフラグ読み出しデータのビットマップ 
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６．５ コントロール・レジスタの設定 
 

６．５．１ Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバータの同期変換 
 

   【ＤＳＷ１０３－１】を【ＯＮ】でコントロールレジスタの【ｂｉｔ２】を【０】にするこ 

  とにより【ＴＣＬＫ０】あるいは【ＥＸＴＣＬＫ】の何れかに同期してＡ／Ｄ・Ｄ／Ａコンバ 

  ータを同時変換することができます。コントロールレジスタの【ｂｉｔ２】を【１】にすると 

  Ａ／Ｄコンバータのみクロックに同期して変換し、Ｄ／Ａコンバータは各チャンネルごとのデ 

  ータの書き込みにより変換をおこないます。 

 

割込みｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ ０ １ 

ｂｉｔ２ 同期 非同期 

ｂｉｔ１ 割込み不可 割込み可 

ｂｉｔ０ ﾄﾘｶﾞｽﾛｰﾌﾟ ↑ ﾄﾘｶﾞｽﾛｰﾌﾟ ↓ 

 

表２５ 割り込みコントロールレジスタ 

 

６．５．２ 割り込み信号のマスク制御 
 

   『Ａ／Ｄ変換終了割り込み』、或いは『トリガの発生による割り込み』の発生は制御レジスタ

の【ｂｉｔ１】を【１】にすると割り込み可となり【０】にするとマスクすることができます。 

  割り込み信号源は【ＤＳＷ１０３－１】により選択することができます。（表２５） 

 

６．５．３ トリガスロープの選択 
 

   Ａ／Ｄコンバータ【０ｃｈ】の入力信号がトリガレベル電圧を横切る場合にトリガとなり割 

  り込み（ＩＮＴ３）を発生します。但し、【ＤＳＷ１０３－１】と割り込みコントロールレジス

タの設定が必要となります。 

   その時に、入力信号がトリガレベル電圧より高い電圧から、トリガレベル電圧より低い電圧 

  に変化する場合を『負のスロープ』、また入力信号がトリガレベル電圧より低い電圧から、トリ

ガレベル電圧より高い電圧に変化する場合を『正のスロープ』と呼びます。そしてどちらかの

スロープでトリガを発生させるかを割り込みコントロールレジスタの【ｂｉｔ０】の値で選択

します。 

 

DSW103 選 択 内 容 

３ ＯＮ／ＯＦＦ 関係しない 

２ ＯＮ／ＯＦＦ 関係しない 

１ Ｏ Ｎ トリガレベル検出による割込み 

 

 

割込みｺﾝﾄﾛｰﾙﾚｼﾞｽﾀ 選 択 内 容 

ｂｉｔ２ ０／１ 同期／非同期 

ｂｉｔ１ １ 割込み可 

ｂｉｔ０ １／０ ﾄﾘｶﾞｽﾛｰﾌﾟ ↑／↓ 

 

表２６ トリガスロープの設定 

 26



６．６ トリガレベルの設定 
 

   トリガレベルの設定は、各ボードのＡ／Ｄコンバータ【０ｃｈ】の入力信号に付いてのみ設 

  定することができます。本ボードにはトリガレベル設定用のＤ／Ａコンバータと、入力信号と 

  トリガレベルとの比較を行うコンパレータが内蔵されています。設定分解能と設定電圧範囲は 

  下記のようです。またＤ／Ａコンバータのコードはオフセットバイナリです。 

 

設定分解能 設定電圧範囲 

１２ｂｉｔ －１０Ｖ ～ ＋１０Ｖ 

 

出力電圧範囲 ±１０Ｖ 

出力データ 変換出力電圧 

ＦＦＦｈ ９．９９５１Ｖ 

… … 

８００ｈ ０Ｖ 

… … 

０００ｈ －１０Ｖ 

 

表２７ トリガレベル電圧とコード 
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７．Ａ／Ｄ・Ｄ／Ａ変換データの関係 

 

７．１ 入力電圧とＡ／Ｄ変換データの関係 
 

   入力電圧とＡ／Ｄコンバータの変換データとの関係を表２８、表２９に示します。Ａ／Ｄ変 

  換データの未使用ビット（１２ｂｉｔ～３１ｂｉｔ）は、“０”です。 

 

入力電圧範囲 ±５Ｖ Ａ／Ｄ変換データ 

４．９９６３Ｖ以上 ＦＦＦｈ 

４．９９３９Ｖ～４．９９６３Ｖ ＦＦＥｈ 

… … 

… … 

－１．２２ｍＶ～＋１．２２ｍＶ ８００ｈ 

－３．６６ｍＶ～－１．２２ｍＶ ７ＦＦｈ 

… … 

… … 

－４．９９８８Ｖ～－４．９９６３Ｖ ００１ｈ 

－４．９９８８Ｖ以下 ０００ｈ 

 

表２８ 入力電圧 ±５Ｖ とＡ／Ｄ変換データ 

 

 

入力電圧範囲 ±１０Ｖ Ａ／Ｄ変換データ 

９．９９２７Ｖ以上 ＦＦＦｈ 

９．９８７９Ｖ～９．９９２７Ｖ ＦＦＥｈ 

… … 

… … 

－２．４４ｍＶ～＋２．４４ｍＶ ８００ｈ 

－７．３２ｍＶ～－２．４４ｍＶ ７ＦＦｈ 

… … 

… … 

－９．９９７６Ｖ～－９．９９２７Ｖ ００１ｈ 

－９．９９７６Ｖ以下 ０００ｈ 

 

表２９ 入力電圧 ±１０Ｖ とＡ／Ｄ変換データ 
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７．２ 出力データとＤ／Ａコンバータの変換電圧との関係 
 

   出力データとＤ／Ａコンバータの変換出力電圧との関係を表３０、表３１に示します。 

 

出力電圧範囲 ０～５Ｖ ０～１０Ｖ 

出力データ 変換出力電圧 変換出力電圧 

ＦＦＦｈ ４．９９８８Ｖ ９．９９７６Ｖ 

… … … 

０００ｈ ０Ｖ ０Ｖ 

 

表３０ ユニポーラ出力データとＤ／Ａコンバータの変換出力電圧 

 

 

出力電圧範囲 ±２．５Ｖ ±５Ｖ ±１０Ｖ 

出力データ 変換出力電圧 変換出力電圧 変換出力電圧 

ＦＦＦｈ ２．４９８８Ｖ ４．９９７６Ｖ ９．９９５１Ｖ 

… … … … 

８００ｈ ０Ｖ ０Ｖ ０Ｖ 

… … … … 

０００ｈ －２．５Ｖ －５Ｖ －１０Ｖ 

 

表３１ バイポーラ出力データとＤ／Ａコンバータの変換出力電圧 
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８．Ａ／Ｄコンバータの校正 

 

   本ボードには入力レンジの変更や経時変化による、オフセット電圧やスケール電圧の調整が 

  必要です。Ａ／Ｄコンバータの校正は次の手順に従って行って下さい。 

 

① 入力電圧範囲の設定 

② オフセットの調整 

③ スケール調整 

 

８．１ 入力電圧範囲の選択 
 

   本ボードのＡ／Ｄコンバータの入力電圧範囲は２種類あります。そのためどちらの入力電圧 

  範囲を使用するかを決めなければなりません。Ａ／Ｄコンバータの入力電圧範囲を選択するた 

めにショートピン【ＳＰ１０５】～【ＳＰ１０８】（ADSP324-03,ADSP326-03）か、【ＳＰ２０５】

～【ＳＰ２０８】（ADSP322-53）の設定を行います。 

 

 ＳＰ１０５～ＳＰ１０８，ＳＰ２０５～ＳＰ２０８ 

入力電圧範囲 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

０～±５Ｖ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ 

０～±１０Ｖ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ 

 

表３２ Ａ／Ｄコンバータの入力電圧範囲の選択 

 

 30



８．２ オフセット調整 
 

   Ａ／Ｄコンバータは入力電圧範囲の切り替え、或いはデバイスの経時変化によりオフセット 

  電圧が変動します。そのためオフセットの調整が必要となり下記の手順で行います。 

 

１． 入力段アンプのオフセット調整 

 

差動入力の【＋ＩＮ】と【－ＩＮ】の両入力をＡＧＮＤに接続します。そして、それぞれ 

   のチャンネルに対応した入力段アンプの１１番ピン或いはショートピンの端子が【０Ｖ】に 

   なるようオフセットボリュームを調整します。この端子はＡ／Ｄコンバータの入力に接続さ 

   れます。 

 

ＡＤＳＰ３２４－０３，ＡＤＳＰ３２６－０３ 

Ａ／Ｄ オフセットＶＲ 入力段アンプ ±５Ｖ ±１０Ｖ 

０ ＶＲ１２５ ＩＣ１４０－１１ ＳＰ１０５－４ ＳＰ１０５－２ 

１ ＶＲ１２６ ＩＣ１４１－１１ ＳＰ１０６－４ ＳＰ１０６－２ 

２ ＶＲ１２７ ＩＣ１４２－１１ ＳＰ１０７－４ ＳＰ１０７－２ 

３ ＶＲ１２８ ＩＣ１４３－１１ ＳＰ１０８－４ ＳＰ１０８－２ 

 

ＡＤＳＰ３２２－５３ 

Ａ／Ｄ オフセットＶＲ 入力段アンプ ±５Ｖ ±１０Ｖ 

０ ＶＲ２２５ ＩＣ２１７－１１ ＳＰ２０５－４ ＳＰ２０５－２ 

１ ＶＲ２２６ ＩＣ２１８－１１ ＳＰ２０６－４ ＳＰ２０６－２ 

２ ＶＲ２２７ ＩＣ２１９－１１ ＳＰ２０７－４ ＳＰ２０７－２ 

３ ＶＲ２２８ ＩＣ２２０－１１ ＳＰ２０８－４ ＳＰ２０８－２ 

 

表３３ 入力段アンプのオフセット 

 

               12  11  10   9   8   7 

 

               □ □ □ □ □ □ 

 

               □ □ □ □ □ □ 

 

                1   2   3   4   5   6 

 

              図１３ ショートピンのピン配列 
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２． 入力段アンプのオフセット調整 

   

  オフセット調整は各Ａ／Ｄコンバータの入力電圧範囲に応じた電圧を与えます。 

 

入力電圧範囲 設定電圧 

－５Ｖ～＋５Ｖ ０Ｖ－１／２ＬＳＢ＝－１．２２ｍＶ 

－１０Ｖ～＋１０Ｖ ０Ｖ－１／２ＬＳＢ＝－２．４４ｍＶ 

 

表３４ Ａ／Ｄコンバータオフセット調整時の入力電圧 

 

  そしてＡ／Ｄコンバータの変換出力が【７ＦＦｈ～８００ｈ】 

 

          ０１１１ １１１１ １１１１ 

          MSB      ↑      LSB 

          MSB      ↓      LSB 

          １０００ ００００ ００００ 

   

  間でフリッカーする様にオフセットＶＲで調整します。 

 

ＡＤＳＰ３２４－０３，ＡＤＳＰ３２６－０３ 

 ±５Ｖ ±１０Ｖ 

Ａ／Ｄ オフセットＶＲ スケールＶＲ オフセットＶＲ スケールＶＲ 

０ ＶＲ１１７ ＶＲ１２１ ＶＲ１１３ ＶＲ１２１ 

１ ＶＲ１１８ ＶＲ１２２ ＶＲ１１４ ＶＲ１２２ 

２ ＶＲ１１９ ＶＲ１２３ ＶＲ１１５ ＶＲ１２３ 

３ ＶＲ１２０ ＶＲ１２４ ＶＲ１１６ ＶＲ１２４ 

 

ＡＤＳＰ３２２－５３ 

 ±５Ｖ ±１０Ｖ 

Ａ／Ｄ オフセットＶＲ スケールＶＲ オフセットＶＲ スケールＶＲ 

０ ＶＲ２１７ ＶＲ２２１ ＶＲ２１３ ＶＲ２２１ 

１ ＶＲ２１８ ＶＲ２２２ ＶＲ２１４ ＶＲ２２２ 

２ ＶＲ２１９ ＶＲ２２３ ＶＲ２１５ ＶＲ２２３ 

３ ＶＲ２２０ ＶＲ２２４ ＶＲ２１６ ＶＲ２２４ 

 

表３５ Ａ／Ｄコンバータ校正用ボリューム一覧表 
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８．３ スケール調整 
 

   Ａ／Ｄコンバータには各入力電圧範囲に応じた、入力バッファーアンプ（基板内）も含めた 

  スケール調整が必要です。 

 

   スケール調整は各Ａ／Ｄコンバータの入力に入力電圧範囲に応じた電圧を与えます。 

 

入力電圧範囲 設定電圧 

－５Ｖ～＋５Ｖ ５Ｖ－３／２ＬＳＢ＝４．９９６３Ｖ 

－１０Ｖ～＋１０Ｖ １０Ｖ－３／２ＬＳＢ＝９．９９２７Ｖ 

 

表３６ Ａ／Ｄコンバータスケール調整時の入力電圧 

 

  そしてＡ／Ｄコンバータの変換出力が【ＦＦＥｈ～ＦＦＦｈ】 

 

          １１１１ １１１１ １１１０ 

          MSB      ↑      LSB 

          MSB      ↓      LSB 

          １１１１ １１１１ １１１１ 

   

  間でフリッカーする様にスケールＶＲで調整します。（表３５） 
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９．Ｄ／Ａコンバータの校正 

 

   本ボードのＤ／Ａコンバータの出力電源は、ユニポーラ出力２種類とバイポーラ出力３種類 

  の合計５種類があります。また、校正手順はともに次のようです。 

 

   出力電圧範囲の選択        ユニポーラ オフセットの調整 

                          ゲイン調整 

 

                    バイポーラ オフセットの調整 

                          ゲイン調整 

 

９．１ 出力電圧範囲の選択 
 

   Ｄ／Ａコンバータの出力電圧範囲を選択するためにショートピンの設定を行います。 

 

ＳＰ１０１～ＳＰ１０４，ＳＰ２０１～ＳＰ２０４ 

ピン番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

±１０Ｖ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｵｰﾌﾟﾝ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ 

±５Ｖ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ 

±２．５Ｖ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ 

０～１０Ｖ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｵｰﾌﾟﾝ 

０～５Ｖ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｵｰﾌﾟﾝ 

 

表３７ Ｄ／Ａコンバータの出力電圧範囲の選択 

 

９．２ ユニポーラ出力電圧の校正 
 

   ユニポーラ出力電圧の校正用ボリュームの一覧表を下記に示します。 

 

ＡＤＳＰ３２４－０３，ＡＤＳＰ３２６－０３ 

Ｄ／Ａ・Ｎｏ オフセットＶＲ スケールＶＲ 

００ ＶＲ１０９ ＶＲ１０１ 

０１ ＶＲ１１０ ＶＲ１０２ 

０２ ＶＲ１０３ 

０３ ＶＲ１１２ ＶＲ１０４ 

ＶＲ１１１ 

 

ＡＤＳＰ３２２－５３ 

Ｄ／Ａ・Ｎｏ オフセットＶＲ スケールＶＲ 

００ ＶＲ２０９ ＶＲ２０１ 

０１ ＶＲ２１０ ＶＲ２０２ 

０２ ＶＲ２１１ ＶＲ２０３ 

０３ ＶＲ２１２ ＶＲ２０４ 

 

表３８ ユニポーラ出力電圧の校正用ボリューム一覧表 
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９．２．１ ユニポーラ出力電圧のオフセット調整 
 

１． Ｄ／Ａコンバータに【０ｈ】を出力します。 

 

        ００００ ００００ ００００ 

 

２． 出力電圧が【０Ｖ】になる様オフセットＶＲで調整します。（表３８） 

 

９．２．２ ユニポーラ出力電圧のスケール調整 
 

１． Ｄ／Ａコンバータに【ＦＦＦｈ】を出力します。 

 

        １１１１ １１１１ １１１１ 

 

２． Ｄ／Ａコンバータの出力が、出力電圧範囲に応じた出力比較電圧と同じになる様スケー 

  ルＶＲで調節します。（表３８） 

 

出力電圧範囲 出力比較電圧 

０～５Ｖ ＦＳ－１ＬＳＢ＋４．９９８８Ｖ 

０～１０Ｖ ＦＳ－１ＬＳＢ＝９．９９７６Ｖ 

 

表３９ Ｄ／Ａコンバータ・ユニポーラ出力のスケール調整時の出力電圧 

 

９．３ バイポーラ出力電圧の校正 
 

   バイポーラ出力電圧の校正用ボリュームの一覧表を下記に示します。 

 

ＡＤＳＰ３２４－０３，ＡＤＳＰ３２６－０３ 

Ｄ／Ａ・Ｎｏ オフセットＶＲ スケールＶＲ ゼロＶＲ 

００ ＶＲ１０５ ＶＲ１０１ ＶＲ１０５ 

０１ ＶＲ１０６ ＶＲ１０２ ＶＲ１０６ 

０２ ＶＲ１０７ ＶＲ１０３ ＶＲ１０７ 

０３ ＶＲ１０８ ＶＲ１０４ ＶＲ１０８ 

 

ＡＤＳＰ３２２－５３ 

Ｄ／Ａ・Ｎｏ オフセットＶＲ スケールＶＲ ゼロＶＲ 

００ ＶＲ２０５ ＶＲ２０１ ＶＲ２０５ 

０１ ＶＲ２０６ ＶＲ２０２ ＶＲ２０６ 

０２ ＶＲ２０７ ＶＲ２０３ ＶＲ２０７ 

０３ ＶＲ２０８ ＶＲ２０４ ＶＲ２０８ 

 

表４０ バイポーラ出力電圧の校正用ボリューム一覧表 
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９．３．１ バイポーラ出力電圧のオフセット調整 
 

１． Ｄ／Ａコンバータに【０ｈ】を出力します。 

 

        ００００ ００００ ００００ 

 

２． Ｄ／Ａコンバータの出力が、出力電圧範囲に応じた出力比較電圧と同じになる様オフセ

ットＶＲで調整します。（表４０） 

 

出力電圧範囲 出力比較電圧 

－２．５Ｖ～＋２．５Ｖ         －ＦＳ／２＝－２．５Ｖ 

－５Ｖ～＋５Ｖ         －ＦＳ／２＝－５Ｖ 

－１０Ｖ～＋１０Ｖ         －ＦＳ／２＝－１０Ｖ 

 

表４１ Ｄ／Ａコンバータ・バイポーラ出力のオフセット調整時の出力電圧 

 

９．３．２ バイポーラ出力電圧のスケール調整 
 

１． Ｄ／Ａコンバータに【ＦＦＦｈ】を出力します。 

 

        １１１１ １１１１ １１１１ 

        ↑            ↑ 

         MSB            LSB 

 

２． Ｄ／Ａコンバータの出力が、出力電圧範囲に応じた出力比較電圧と同じになる様スケー 

  ルＶＲで調節します。（表４０） 

 

出力電圧範囲 出力比較電圧 

－２．５Ｖ～＋２．５Ｖ ＦＳ／２－１ＬＳＢ＝２．４９８８Ｖ 

－５Ｖ～＋５Ｖ ＦＳ／２－１ＬＳＢ＝４．９９７６Ｖ 

－１０Ｖ～＋１０Ｖ ＦＳ／２－１ＬＳＢ＝９．９９５１Ｖ 

 

表４２ Ｄ／Ａコンバータ・バイポーラ出力のスケール調整時の出力電圧 

 

９．３．３ バイポーラ出力電圧のゼロ調整（オプション：０Ｖの精度を要求される場合） 
 

Ｄ／Ａコンバータに【８００ｈ】を出力します。 

 

        １０００ ００００ ００００ 

        ↑            ↑ 

         MSB            LSB 

 

   出力電圧が【０Ｖ】になるようゼロ調整ＶＲで調整します。（表４０） 
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１０．トリガレベル設定 

 

１０．１ トリガレベル設定用Ｄ／Ａコンバータの校正 
 

１０．１．１ オフセット調整 
 

１． トリガレベル用Ｄ／Ａコンバータ（ベースアドレス＋Ａｈ）に【０ｈ】を出力します。 

 

２． ＴＰ１０２が【－１０Ｖ】になる様にＶＲ１３０を調整します。 

     （ADSP324-00,ADSP326-00） 

ＴＰ２０２が【－１０Ｖ】になる様にＶＲ２３０を調整します。（ADSP322-53） 

 

１０．１．２ スケール調整 
 

１． トリガレベル用Ｄ／Ａコンバータに【ＦＦＦｈ】を出力します。 

 

        １１１１ １１１１ １１１１ 

        ↑            ↑ 

         MSB            LSB 

 

２． ＴＰ１０２が【９．９９５１Ｖ】になる様にＶＲ１２９を調整します。 

(ADSP324-00,ADSP326-00) 

ＴＰ２０２が【９．９９５１Ｖ】になる様にＶＲ２２９を調整します。（ADSP322-53） 

 

１０．１．３ ゼロ調整 
 

１． トリガレベル用Ｄ／Ａコンバータに【８００ｈ】を出力します。 

        １０００ ００００ ００００ 

        ↑            ↑ 

         MSB            LSB 

 

２． ＴＰ１０２の９番ピンが【０Ｖ】になる様にＶＲ１３０を調整します。 

(ADSP324-00,ADSP326-00) 

ＴＰ２０２の９番ピンが【０Ｖ】になる様にＶＲ２３０を調整します。（ADSP322-53） 

 

１０．２ トリガレベル用コンパレータの校正 
 

１． トリガレベル用Ｄ／Ａコンバータに【８００ｈ】を出力します。 

 

        １０００ ００００ ００００ 

        ↑            ↑ 

         MSB            LSB 

 

   ２．Ａ／Ｄ・００の入力を【０Ｖ】（ＧＮＤに接続）にします。 
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３． コンパレータの出力ＴＰ１０１がＨＩ←→ＬＯ（５Ｖ←→０Ｖ）にフリッカーする様に 

ＶＲ１３１で調整します。(ADSP324-00,ADSP326-00) 

コンパレータの出力ＴＰ２０１がＨＩ←→ＬＯ（５Ｖ←→０Ｖ）にフリッカーする様に 

ＶＲ２３１で調整します。（ADSP322-53） 

 

１１．アナログ入出力コネクタのピン配置 

 

         ＡＤＳＰ３２４－０３ 

         ＡＤＳＰ３２６－０３               ＡＤＳＰ３２２－５３ 

 

NO 信 号 名 NO 信 号 名  NO 信 号 名 NO 信 号 名

1201 OUTO 1214 AGND  2201 OUTO 2214 AGND 

1202 OUT1 1215 AGND  2202 OUT1 2215 AGND 

1203 OUT2 1216 AGND  2203 OUT2 2216 AGND 

1204 OUT3 1217 AGND  2204 OUT3 2217 AGND 

1205 +1N0 1218 -IN0  2205 +1N0 2218 -IN0 

1206 AGND 1219 AGND  2206 AGND 2219 AGND 

1207 +IN1 1220 -IN1  2207 +IN1 2220 -IN1 

1208 AGND 1221 AGND  2208 AGND 2221 AGND 

1209 +IN2 1222 -IN2  2209 +IN2 2222 -IN2 

1210 AGND 1223 AGND  2210 AGND 2223 AGND 

1211 +IN3 1224 -IN3  2211 +IN3 2224 -IN3 

1212 AGND 1225 DGND  2212 AGND 2225 DGND 

1213 *EXTCLK    2213 *EXTCLK   

 

表４３ ＣＮ１                   表４４ ＣＮ２２ 

 

 

 

⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③②① 

○○○○○⑳⑲⑱⑰⑯⑮⑭ 

                25 

 

図１４ ＣＮ１２、ＣＮ２２のコネクターを挿入方向からみた図 
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１２．添付品 

 

品  名 型  式 数量 メーカー 

ＣＮ１２／ＣＮ２２用プラグ ＤＢ－２５Ｐ－Ｎ １ ＪＡＥ 

ＣＮ１２／ＣＮ２２用ジャンクションシェル ＤＢ－Ｃ２－Ｊ９ １ ＪＡＥ 

 

表４５ 添付品一覧 
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